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養
蚕
復
活
バ
イ
オ
で
紡
ぐ

久
摘
発
貼
締
椚

い
で
い
る
。
糸
だ
け
で
な
く
、

医
寮
用
品
、
化
粧
品
な
ど
の
原

料
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
新
た

な
バ
イ
オ
産
業
と
し
て
息
を
吹

き
桐
㍍
駈
研
悶
㌘

内
最
大
の
養
蚕
工
場
「
あ
つ
ま

る
山
鹿
シ
ル
ク
」
が
で
き
た
。

床
面
積
4
1
0
0
平
方
㍍
、
総

工
費
約
2
3
億
円
。
年
間
で
蔵
を

最
大
1
0
0
㌦
生
産
で
き
る
と

い
う
。
達
成
す
れ
ば
、
養
蚕
農

家
が
約
1
3
0
戸
あ
る
群
馬
県

（
2
0
1
5
年
4
7
ト
ン
）
を
、
一

つ
の
施
設
で
超
え
る
。
社
長
の

島
田
俊
郎
（
m
U
は
「
農
業
だ
け

で
は
な
く
、
科
学
、
医
療
で
も

幅
広
い
役
割
を
果
た
せ
る
」
と

力
を
こ
め
る
。

繭
の
生
産
は
ピ
ー
ク
時
の
1

9
3
0
年
代
の
約
4
0
万
ト
ン
が
、

1
3
5
ト
ン
（
1
5
年
）
ま
で
減
っ

た
。
化
学
繊
維
が
普
及
し
、
中

国
の
安
い
生
糸
が
入
っ
て
き

た
。
養
蚕
を
守
る
た
め
に
7
0
年

代
に
は
生
糸
の
輸
入
規
制
が
始

ま
っ
た
が
、
か
え
っ
て
関
連
産

業
が
海
外
に
移
る
こ
と
に
な
っ

た
。
い
ま
や
製
糸
工
場
と
い
っ

た
関
連
産
業
は
群
馬
、
香
川
、

長
野
各
県
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
数

軒
だ
け
。
生
産
し
た
糸
は
和
服

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。

島
田
は
、
求
人
情
報
誌
を
だ

あ
つ
ま
る
山
鹿
シ
ル
ク
の
工

場
＝
4
月
、
熊
本
県
山
鹿
市

す
「
あ
つ
ま
る
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
」
　
（
熊
本
市
）
の
社
長
が

本
業
だ
。
1
4
年
初
め
、
あ
る
講

演
会
で
無
菌
ル
ー
ム
や
人
工
飼

料
で
蚕
の
飼
育
が
可
能
と
知
っ

た
。
「
こ
れ
は
行
け
る
」
。
ラ

イ
バ
ル
は
い
な
い
し
、
空
い
た

土
地
で
で
き
る
手
ご
ろ
な
新
境

事
業
、
と
感
じ
た
。

無
菌
ル
ー
ム
で
は
、
病
気
に

番
い
要
を
安
定
的
に
育
て
、
高

品
質
な
繭
を
生
産
で
き
る
。
従

来
の
や
り
方
で
は
生
産
は
年

3
、
4
回
ほ
ど
。
新
た
に
つ
く

っ
た
工
場
で
は
最
大
2
4
回
で
き

る
。
昔
に
比
べ
れ
ば
国
産
の
糸

も
価
格
が
下
が
り
、
輸
入
糸
と

の
価
格
差
も
小
さ
い
。
伊
藤
忠

商
事
の
子
会
社
に
売
り
先
を
探

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
高
級
衣

料
向
け
の
生
産
を
目
指
す
。

最
近
の
研
究
で
は
、
蚕
は
遺

伝
子
組
み
換
え
や
特
殊
な
ウ

イ
ル
ス
の
力
を
借
り
て
、
人
間

に
近
い
成
分
の
た
ん
ば
く
賓
を

作
る
こ
と
が
可
能
と
判
明
し

た
。
将
来
的
に
は
大
学
と
連
携

し
、
工
場
の
一
部
を
、
手
術
で

使
う
縫
合
糸
や
、
す
り
減
っ
た

軟
骨
の
再
生
と
い
っ
た
医
療
用

の
研
究
に
使
う
ア
イ
デ
ア
も
あ

る。
た
だ
、
繭
の
生
産
が
軌
道
に

の
る
に
は
3
年
ぐ
ら
い
か
か
り

そ
う
。
こ
の
間
、
赤
字
が
続
く

こ
と
に
な
る
が
、
本
業
の
利
益

な
ど
で
穴
埋
め
す
る
覚
悟
だ
。

ま
た
、
新
工
場
は
作
っ
た
も

の
の
、
蚕
を
成
長
段
階
ご
と
に

移
し
替
え
た
り
、
繭
を
採
っ
て

仕
分
け
た
り
す
る
作
業
な
ど
は

人
手
に
頼
る
し
か
な
い
。

新
潟
県
十
日
町
市
の
和
服
加

工
販
売
「
き
も
の
ブ
レ
イ
ン
」

も
1
5
年
末
、
無
菌
飼
育
の
養
蚕

施
設
の
試
験
操
業
を
開
始
。
粉

に
し
た
繭
を
混
ぜ
込
ん
だ
化
粧

品
や
せ
っ
け
ん
な
ど
を
1
8
年
ま

で
に
商
品
化
し
、
百
貨
店
へ
の

出
店
を
目
指
す
。
原
料
と
な
る

の
は
品
種
改
良
で
生
み
出
さ
れ

た
、
「
葉
緑
素
」
　
（
ク
ロ
ロ
フ

ィ
ル
）
を
含
む
線
の
南
だ
。

社
長
の
岡
元
松
男
（
6
8
）
は
1
4

年
、
群
馬
県
の
大
型
製
糸
工
場

を
見
学
し
た
。
明
か
り
が
一
部

に
し
か
つ
い
て
い
な
い
。
「
国

産
の
生
糸
で
着
物
が
つ
く
れ
な

く
な
る
」
と
危
機
感
を
い
だ
い

た
。
し
か
し
、
試
験
操
業
で
は

繭
を
と
る
作
業
は
人
手
が
か
か

り
、
費
用
が
ふ
く
ら
ん
だ
。

「
も
う
つ
ぶ
れ
る
」
。
何
度

も
途
方
に
暮
れ
た
。
そ
こ
で
、

一
定
の
利
益
が
得
ら
れ
そ
う
な

化
粧
品
用
の
繭
の
生
産
に
当
面

注
力
す
る
こ
と
に
し
た
。

着
物
用
の
生
糸
づ
く
り
を
諦

め
た
わ
け
で
は
な
い
。
東
大
の

研
究
機
関
と
組
み
、
特
殊
な
ホ

ル
モ
ン
を
蚕
に
注
入
し
、
作
り

出
す
繭
の
量
を
通
常
の
l
・
3

倍
に
増
や
す
こ
と
を
可
能
に
し

た
。
「
こ
の
ま
ま
で
は
伝
統
的

な
養
蚕
は
途
絶
え
る
。
養
蚕
業

維
持
に
は
年
1
千
ト
ン
の
生
産
は

必
要
だ
」
と
岡
元
。
今
の
生
産

能
力
は
年
1
0
ト
ン
だ
が
、
い
ず
れ

1
0
0
ト
ン
に
し
た
い
考
え
。
今

春
に
は
そ
の
た
め
の
施
設
も
確

保
し
た
。
自
ら
編
み
出
し
た
量

産
方
法
を
同
業
他
社
に
教
え
、

養
蚕
の
復
活
を
も
く
ろ
ん
で
い

る

。
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）


